
第７回おやじサミット作戦会議 
―――――――――――――――――――――――――――   
日 時：２０１３年９月７日（土）1８：００～２１：００ 
場 所：太白区中央市民センター 小会議室２ 
参加者：中新田（高橋）、八乙女（佐々木、大山、佐藤 淳）、 

多賀城（佐々木）、向山（高梨） 
    寺岡（善波、原田、小幡、伊藤、福地）、南中山（蓮沼） 
    県（鈴木、元木）、韓国（千）、ＮＷ（石垣） 
――――――――――――――――――――――――――― 
議 事：以下の通り 
 
【チラシ配布／参加エントリー】 
○チラシ１，５００枚印刷。裏面は申込用紙になっている 
 ・県・元木氏に１，０００部→県内外の関係者へ送付（県内には９日の週に発送） 
 ・県外へはメールにても情報提供 
○参加申し込み：ＨＰからも可能 
 ・京都から２団体（３名ずつ）、兵庫１名、東京３名 
 ・締め切り１３日としているが、延長する考え（開催直前まで申し込みＯＫ） 
○ＦＢ「おやじサミット」のグループでもＰＲ 
 ・分科会についても紹介したいので、各自分科会担当者は考えてもらいたい 
 ・分科会の内容について具体的なイメージを照会されており（開催スタイルなど）、そういったこと

も含めて紹介したい 
 ・内容は別紙「分科会案内」をベースに。分科会４（坂口さん）、分科会６（玉上さん）は早急に 
 
 
【オープニング～１分間スピーチ】 
○９月５日に現地視察（別紙「事前打ち合わせ報告」参照） 
 ・駐車場は３台まで無料（道具類を持ち込む方に優先） 
・正面入り口前の柱に外看板１つ設置（石垣氏手配、届出要） 
・交流ホールにも舞台看板は必要（ホール板 Ｈ８００×Ｗ５４００） 

  →原稿をいただければ対応可能（寺岡） 
・液晶プロジェクターは持ち込み 

○前日（１２日）の仕込み 
 ・元木氏がセンター内の会場を予約済み。前日準備しない部屋は返すが･･･ 
  →とりあえず、おさえておくことに 
  →会場責任者は前日、見ておくこと（プレツアー終了後） 
 ・最低、やるべき場所は交流ホール 
 ・会場の入り口には、それぞれ分科会のタイトル等を打ち出して貼り出し（石垣氏準備） 
○１分間スピーチ 
・デモ（寺岡バージョン×２）を Youtube へアップ 
・１分間スピーチの時間帯は、分科会の担当者もぜひ、交流ホールにいて欲しい 
・既に、１名参加申し込み（東京） 



・県内「おやじの会」は必ず参加！エントリーしてなくても、当日名指しする･･･かも 
○オープニングイベント：中新田幼稚園「火伏の虎舞」も加わる（５組１０名。１０分程度） 
 ・順番的には「虎舞」が先 
 ・音源は録音（大人が出演した場合ギャラが割高！太鼓・お囃子も！！） 
○最初が肝心。タイムスケジュールを書き出し、シナリオ化 
○審査員（来賓）依頼は、元木氏から 
 ・審査員席にはテーブルクロス（白布）。 
・肩書・名前確認→前垂れ（Ａ３サイズ）を準備（明朝書体） 

 
【おやじ屋台】 
○出店団体とメニューは次のとおり 
 ・寺岡：牛タン丼×１００食 
 ・向山：カレーライス×１００食 
      →寺岡、向山はそれぞれが食材準備し、 

調理・販売まで一気通貫（それぞれ独立採算） 
 ・八乙女：石巻風焼きそば×１００～１２０食  

（４～５名対応可能） 
      →食材は寺岡が準備。八乙女は調理・販売を担当。 

売上は寺岡へ 
 ・南中山：飲み物販売（ノンアルコール飲料まつり） 
  →飲料手配は寺岡で一括、売上は寺岡へ 
○食事の容器（３種類）は全て多賀城・佐々木氏が手配・準備 
○ご飯の取り扱い 
 ・当初、多賀城・佐々木さんのツテでパック詰め状態のご飯を手配しようとしたが･･･ 
  →コンビニ弁当と同じ扱いのため、ご飯は冷えた状態 
  →衛生管理面を考慮し問題を解決するためには、現地で炊くしかない 
 ・ガス炊きの釜（４升炊き）を２台レンタル（２泊３日で５，２５０円） 
    １升の米を炊くと３５００ｇ （ネット検索結果） 

→ 一人前２５０ｇで１４人分   ４升で５６人分 
２００ｇで１６．５人分 ４升で６６人分 

→ ８升あれば１１０～１３０人分は対応可 →２回炊く 
○とりあえず３００食。これ以上は時間的にムリ。今後の調整は参加申込者数見合いで 
○焼き笹かまぼこも販売したい 
 ・我々がくし（割り箸）に刺して焼くと、保健所クリアできない？ 
 ・購入者自らが刺して焼かせればいい 
  →１００枚販売。石垣氏のつてで手配 
○保健所関係 
 ・検便は販売を行う寺岡・向山・八乙女でそれぞれ３名ずつ（容器お持ち帰り） 
 ・それぞれが保健所に提出した後、控えの紙を寺岡・伊藤氏宛に送付 
  →寺岡にて代表して「仮設店舗営業許可」手続を（費用１，８００円は売上按分で） 
○各おやじの会の「のぼり」「旗」を掲げるのは歓迎 
 ・テントは「かんたんターフ」で。基本的に屋根のあるところだが･･･ 
○旭丘小学校へのお願い事項 



 ・水道・電気の使用許可（コンプレッサー、音響で電源使用） 
 ・駐車場の確保                        蓮沼氏から 
 ・長机、椅子の借用は可能か？                  旭丘小へ依頼 
 ・エンディングイベントでの記念撮影（校舎屋上等立ち入り） 
○ごみの処分は青年文化センターと同様。青年文化センターで事業用ごみ袋購入し、臨時ゴミとして

回収してもらえる 
 ・内袋としてのごみ袋（４５Ｌ）は多賀城・佐々木さんが手配 
 ・校庭にダンボールでゴミ箱準備（５～６個程度、分別？） 
○周辺地域（旭丘小学校区）の集客 
 ・お母さんたちにも呼びかけるなど、様々な手段で 
 ・食材はあくまで３００名分。売り切れ御免のスタンスを 
 
【大会パンフレット】 
○別紙（当日パンフレット構成案）をもとに議論 
●９月１３日に入稿。９月末には完成させたい 
○現時点で２４Ｐ 
 ・表紙周りのみカラー、残り２０Ｐはモノクロ 
○表紙と表紙裏は、大会チラシデザインをほぼ踏襲 
○祝辞：県知事選前でもあり、知事側から辞退→副知事やむなし→正式依頼へ（元木氏） 
○会場案内：文化センターと小学校の位置関係が分かるものと、文化センター館内案内→誰？ 
○オープニング：虎舞の説明（半ページ）（中新田・高橋氏） 
○１分間スピーチ：取り急ぎ、概要のみ準備（参加者は追って）（寺岡・小幡氏） 
○分科会：分科会２のみ１ページで（パネラー紹介や被災写真掲載のため） 
 ・それ以外の分科会は半ページ 
 ・「おやじ屋台」の紹介も半ページ（照井さんの「縁日」の下スペースに） 
○広告は何件取れたのか？？ 
 ・今後のスポンサー集約は善波委員長が 
 ・営業活動は？（多賀城・佐々木氏？？） 
 ・寺岡おやじの会（小幡氏個人？）が「表４」全１頁出稿希望 
 
【大交流会】 
○会場はハーネル仙台 
 ・１８時スタート。５，０００円会費 
 ・ここにも看板必要（正面入口と会場内） 
○アトラクションどうする？ 
 ・「次回の開催地紹介と決意表明」は必須 
 ・１分間スピーチのような、「おやじの会」プレゼン（何団体か絞って） 
 ・毎年、最後の最後に「サライ」歌ってたが、やめたい 
  →今回のテーマソングとして「嵐が来ようとも」（別紙楽譜参照） 
  →YouTube やＢＧＭで耳慣れてもらう 
○二次会会場は確保済（虎の穴） 





 
【分科会】 
○会場の割り振り 
 ・分科会２はエッグホール。分科会４・６・７は旭丘小学校 
 ・参加希望状況を見て最終的な割り振りを 
○各分科会で必要事項のチェック。シナリオ作りを 
 ・あわせて、必要経費（講師謝礼、準備品）についての報告も 
 
【その他検討事項（＝次回宿題）】 
○おやじの会でそれぞれ、何人スタッフ出せるのか？ 
 多賀城：３名 中新田：５名 向山：３名 八乙女：３名＋α 南中山：３名＋α 
 鹿島台：２名 稲井：４名 寺岡：１６名 八木山南：    富沢： 
 上杉：    etc 
○スタッフはどこに、何人必要か？ 
 ・スタッフだと分かる名札等必要（前掛けもするけど） →前掛けできました！ 
 ・イベントごとにシナリオが不可欠 →早急に作成 
 ・このほか、文化センターと小学校の誘導係（２～３名）必要（行き来できる人） 
 ・１３日、仙台駅や空港にも配置する？？ 
○スタッフのための当日マニュアルが必要（各シナリオができたら、合本か？） 

 

 

 



【次回打ち合わせ】 

○９月１６日（月・祝）１８時から。同じ会場（太白区中央市民センター中会議室）にて 
○テーマは概ね以下のとおり 
 ・おやじスタッフの人数把握→割り振り 
 ・当日の流れ（シナリオ）を報告しあい、確定へ 
 ・パンフレット入稿状況の確認（広告も） 
 ・県内外からの参加状況報告→屋台、縁日仕込み再検討 
 ・バスツアーの準備状況（当日スタッフの人選含め） 

                などなど多岐にわたる予定 
 
 

以 上 


